
校内研究会（２年生 研究授業） 

 

１２／１３（水）に今年度７回目の研究授業が行われました。２年生の「足を使ったボールゲー

ム」の学習でした。 

学級で普段から使っているぬいぐるみの「もんちゃん」が、「フルーツをたくさん食べたい。」と言

う導入から、子供たちは「たくさんフルーツをゲットしよう。」と目的意識をもつことができました。 

フルーツポンチが歌詞に入った曲を用いながら、楽しく準備運動をしていきます。 

準備運動の後は担任とじゃんけんをし、勝った児童からボールを持ってくるという工夫で、楽し

い雰囲気づくりがなされていました。また、ゲームにつながる運動として「ボールタッチ」「ドリブ

ル遊び」を行いました。担任がリズム太鼓の合間に「右足！」「おしり！」などと声を掛けると、子

供たちはその部位でボールに触れて止めるという活動により、子供たちは楽しみながらボールの扱

いに慣れていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



次は、４つのグループに分かれて、ボールを的に当てる練習の時間です。協力して準備をし、グル

ープごとに段ボールとコーンを積み上げるなどの場の工夫を自分たちで行っていました。的にはい

ろいろなフルーツの絵が描かれていて、児童の意欲を高めるしかけがなされていました。 

いよいよゲームです。中には円陣を組んでから行うチームもありました。２分間でどれだけ的に

当てられるかをカウントします。シュートするときは円の外からで、どの的を狙って蹴ってもよい

というシンプルな規則であるため、児童たちは規則を守って活動をしていました。的にボールを当

てることができたら、得点用のどんぐりをかごに入れます。１０のまとまりを作ってどんぐりを数

えて得点を集計するのにも慣れてきたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ゲームのあと集合し、たくさんのフルーツに当てるこつを話し合いました。前回の振り返りワー

クシートに書いていた児童の意見から、「友達のボールが転がって遠くに行っていたら、拾ってあげ

る。」という意見も出ました。 

 それを受けての後半のゲームでは、友達のボールを拾って渡す場面があちこちで見られました。 

合計４回行ったゲームの中で、徐々に記録を伸ばしていったグループが多く、４回目では学級全体

での合計得点がとても伸びました。もんちゃんも、たくさんのフルーツがゲットできて大喜びでし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究授業の後は、授業改善に向けて研究協議会を行い、教員同士で学びを深めました。今回は連雀

学園三鷹市立第六小学校の吉田直崇先生を講師にお招きし、指導・講評をいただきました。 

今後も「すすんで・みんなで・楽しんで」子供が活躍する体育の授業づくりを進めていきたいと思

います。 

 

 


